
令和 2 年度 第 1 回身体障害者支援部会 会議録 

 

日時：令和 2 年 6 月 30 日（火）13：30～14：45 

場所：高松市社会福祉協議会 福祉コミュニティーセンター高松東館 2 階会議室 

参加機関：支援センターあい、支援センターたかまつ、基幹中核 

配布物：レジメ、日常生活における困りごとの実態調査（事業所用）、今後の取り組み（当事者用アンケ

ートまとめ）、事業所における災害（地震・水害）対策の現状と課題について 

 

議題 

1. アンケートのまとめについて 

・“当事者用”と“事業所用”をひとまとめにして最後のまとめ文を作成する。 

・～問 7 をたかまつ、問 8～をあいで分担して作成する。 

・書き方としては、箇条書きで簡潔に課題を記し、最後に文書で今後の部会で取り組もうとする内容をま

とめる。 

・8 月末までに完成させ、ホームページにアップする。 

・“災害アンケート”のまとめ（案）について意見を出し合う。 

 

2. 今年度の取り組みについて 

〇災害に関することから 

・“災害アンケート”を活かした取り組みを身体部会でも行いたい。 

・前年度末に検討していた事業所を対象にした講演会の実施について、インターネットを使って実施す

ることはできないか？ 

・当事者の意識向上や支援者へのバックアップとして、“災害時プラン”の書き方例を作成し、計画相談事

業所に広めることはできないか。 

・地域住民への普及啓発は根気強い取り組みが必要、タイミングをとらえて対応する必要がある。 

〇地域移行に関することから 

・かがわリハ福祉センターで 10 月～社会生活力講座が始まるので活用できないか。 

・親もともに地域移行について勉強できるとよい。 

・施設の職員の協力をどこまで得られるかも重要と思う。 

・支援センター連絡会（県内の委託の相談支援事業所が集まる会）でも事例を収集してみたい。 

・ピアサポを活用したい。地域移行の支援者にもピアは有用だと思う。実際に地域移行を行う中で困った

ことを聞いてみたい。 

・ピアサポの開拓も必要。“ピアサポーターバンク”の仕組みづくりも中核と相談して進めていけたら。 

 

次回：7 月 29 日（水）13：30～14：30、場所調整中。 


